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１．調査実施概要

〇実施目的

〇対象者

・実施について公表
2020年1月7日

・資料公表(募集要領、参考資料等)

・申込受付
2020年1月7日～1月10日（一次）
2020年1月14日～1月17日（二次）

・現地見学、説明会等 適宜実施

・市場調査実施 2020年1月28日～3月上旬

・結果公表 2020年3月下旬

事業の実施主体となる意向を有する法人又は法人のグループ

〇実施スケジュール

高砂市では、向島公園、青年の家、向島多目的球場の 3 施設のあり方検討を
行う上で、隣接している県立高砂海浜公園を含めた向島エリアの活性化の可能
性を探っています。事業者の皆様の意向を把握し、多様なアイディアを取り入
れることを目的に、本市で検討している事業手法等について、事業者の皆様と
の対話を実施しました。



２．実施結果

計10社参加

（現地見学6社、対面実施8社、事後の紙面回答8社）

〇参加事業者数

〇参加業種

・スポーツ施設運営企業
・アウトドア・キャンプ・グランピング企業
・イベントプロデュース・観光企画企業
・バス会社
・リース会社
・その他



３．対話内容の概要①

質問事項 いただいた意見の概要

1.向島公園周辺地域のポテンシャルについて
歴史的景観形成地区である高砂地区も含め
たエリアとしての可能性について

・夕日や海の景観や公園の地形といった点がエリアの魅
力として挙げられました。

・飲食やスポーツイベント、宿泊機能の活用といったア
イデアの可能性が示されました。

・一方で実現可能性については、需要に関する情報が少
ないことから、実証実験等の実施により情報収集を行
う提案がありました。

・高砂地区との連携は交通面等の課題が大きいことが指
摘されました。

2.交通アクセスの観点について
①更なる駐車台数の確保
②自転車利用の促進
③堀川の活用可能性
(高砂地区も含めたエリアとしての可能性)

・駅と向島公園エリアを結ぶシャトルバスの活用や向島
公園エリアの入り口部分のアクセス整備が必要である
との意見がありました。

・駐車場の整備は必要である一方、警備の関係上収容人
数の制限を考慮すべきとの意見もありました。

3.想定パターンにおける事業手法について
①指定管理
②指定管理＋管理許可相当
③P-PFI

・現状の集客力を前提とすると、①もしくは②が適して
いると答えた事業者がほとんどでした。

・③はハードルが高いとの意見がありました。

4.県市連携において民間事業者として期待す
ること、障壁になると思われる事項、市に
求める条件等についても自由に意見をお聞
かせください。

・対象施設の一体管理や、市が包括的に対応できる環境
整備が望ましいとの意見がありました。

・手続きや使用に関するルールを統一して欲しいとの要
望がありました。

想定していた対話事項については、下記のような意見が得られました。



３．対話内容の概要②

対象施設 いただいた意見・提案の概要

エリア全体

・特殊な地形の公園であり、ビーチを生かした居心地の良い空間と時間の提供がで
きるという提案がありました。

・地形や隣接施設を活用した多様な利用の可能性があるという意見がありました。
・連携や費用の面でメリットを生み出す場合、対象施設（4施設）の一体管理が望
ましいとの意見がありました。

青年の家

・幅広い利用者の受け入れが可能になるため、社会教育施設の廃止（他用途化等）
が望ましいとの意見がありました。

・宿泊機能を残す場合は、特定期間のみの営業が良いという意見がありました。
・建物の取り壊しについては、事業者によって意見が分かれていました。

向島多目的球場
・夜間利用できる点は強みであるという意見がありました。
・市内の他スポーツ施設との連携等によって、応えられていないニーズに応えるこ
とができるのではないかという意見がありました。

向島公園
・現在のルールを見直し、自由度を高めることが重要であるという意見がありまし
た。

県立高砂海浜公園
・県立高砂海浜公園からの海の眺めは魅力的であり、松林を活かした活用方策も検
討できるという提案がありました。

各対象施設については、下記のような意見・提案がありました。



４．今後の方向性・予定①

・本調査では、参加事業者の多くから参画意欲が示されました。この
結果を受け、市としては今後、事業手法や事業期間といった具体の
事業条件や公募要項を検討します。スケジュールは次ページに示し
た期間を想定しています。

・あわせて、県・市民等関係者との合意形成や法制度面の確認を進め
ます。

・なお、民間事業者との継続的な協議・対話を実施し、今回いただい
た提案・意見の検証を目的とし、実証実験の実施についても並行し
て準備することを想定しています。

本市場調査の結果をもとに、今後の方向性を下記のとおり示します。



４．今後の方向性・予定②

令和元年度
(2019年度)

令和2年度
(2020年度)

令和3年度
(2021年度)

令和4年度
(2022年度)

事業実施公募・選定

必要な条例改正等の手続

本調査

実施方針策定

市民等との合意形成

募集要項策定

庁内、県との調整

調査結果まとめ

市有3施設指定管理
期間終了

再度対話
実施予定

民間事業者との協議・対話


